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第 5 章では， P C 1 開始後のペレットの挙動について述べ，割れたベレットを破片の集合体とみなし，
乙れに実効的な弾性定数を与える実効弾性モデルを導入している口そしてこの実効弾性定数を炉外PCI
模擬実験と燃料挙動解析コードによる P C 1 解析とから決定しているo















次i乙出力上昇過程における U02ベレットの挙動については，乙れをハード P C 1 開始前の挙動と開始




ハード PCI 開始後については，実効弾性モデノレを提案し，実効弾性定数を P C 1 模擬実験から求め
ている。最後にハード P C 1 がどのような条件で発生するかを実験ならびに理論の両面から検討して臨
界空際率の概念を導入している。
以上のように，本論文は軽水炉の出力上昇過程で:生ず、る燃料棒の複雑な変形挙動を解明するため各種
の実験を行い，理論モデノレを組立てて実験データを整理し，その結果いくつかの新しい知見を見出すと
ともに，照射中の燃料棒の変形挙動をよく記述しまた予測できる実験式を見出したものであって，核燃
料工学の進歩と軽水炉技術の発展に寄与するところが大き ~'o よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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